
第 1456 回 通常例会
2 月 24 日（水）

「金沢ニューグラ

ンドホテル」にて

通常例会が開催さ

れました。

 会 長 挨 拶 で

は、桑島会長より

「本日は選挙例会

となります。オリンピック組織委員会会長人事では

透明性が話題となりましたが、当クラブの会長人選

のプロセスを勉強して頂きたいと感じました。いず

れにしても納得性を確保することが大切だと思いま

す。去年中山 L.がスピーチでお話しした『人事は“で”

ではなく“が”でいかないといけない』という言葉が

蘇りましたが、当クラブ会長選挙は“が”で決まった

と理解しております。次にアラート基金についての

報告があります。①基金のお金の繰り入れについて

は、本会計の決算時の余剰金の一部を繰り入れる。②

使用方法については、５年ほど試行錯誤しその後に

実績を考慮しルールを確定する。③基金の残高につ

いては、出し入れ実績の状況をみて調整していく。以

上３点が決定しましたのでご報告いたします。最後

になりますが、先日腹痛と下痢発熱があり、医療セン

ターで食あたりと診断されましたが、ＰＣＲ検査を

することになりドキッとしました。結果が出るまで

の２時間、もし陽性だったら・・・色々真剣に悩みま

したが結果は陰性で安心しました。ＰＣＲ検査が陰

性でもその一時だけであり、安心材料とはいえない

こと、陽性になった人に対する差別等は決してして

はいけない、その上で検査結果は全てオープンにす

ることが大事という事を、結果待ちの２時間に思い

ました。ちなみに、ＰＣＲ検査料は1,500円でした。」

とご挨拶いただきました。

《次期役員選挙》

会員委員会副委員長若林佳生 L.より次期役員につ

いての説明、案が提出され一括承認されました。引き

続き次期会長堀岡昭夫 L.より、次期理事メンバーを

代表しご挨拶をいただきました。

《メンバースピーチ》

本日のメンバー

スピーチは齋藤文

博 L.です。『136 年

の歩み』と題して、

スピーチをいただ

きました。

「河上金物㈱は明

治 18年に富山市西

町に誕生しました。初代が高岡の金物屋に 13 年間奉

公した後に暖簾分けしたのが始まりです。昭和 39 年

には本社ビルを建設。昭和 48 年には創業地にリビン

グショップを作り上層階を富山大和に貸していまし

た。昭和 51 年に現在の野々市市に金沢支店を開設し、

4 代目社長就任時には、私の父、文美雄が副社長とし

て共に盛り上げ、昭和 60 年に創業 100 周年を迎え

ました。当社はＹＫＫとの関係が深くその考え方に

基づいた鋼矢板自動洗浄機を設計運用しています。

平成 22 年に 125 周年を迎え、業績としては、過去に

は佐藤工業の倒産などの影響で辛い時期もありまし

たが、ここ数年は新幹線関係の工事で非常に忙しく、

富山駅、旧富山大和跡のビル建設などにも携わって

います。現在は 5 代目社長への継承の為に①顧客②

市場③社会④社員、パートナーとの会話を重視する

方針で進めています。最後になりますが、3 月末で河

上金物㈱を辞め、子会社のエコジャパン㈱を担当す

ることになります。皆様とは引き続きお付き合いさ

せていただきますので、今後ともよろしくお願い致

します。」とスピーチがありました。

最後に、副テー

ルツイスター長基

健司 L.が登場し、

今後の新型コロナ

ワクチンの接種状

況と県内のドラッ

グストア業界の現

状と自社の今後の

方向性をお話しい

ただいた後、ドネ

ーションを発表し

例会は終了しまし

た。

（記事：計画委員会）

------------------------------------------------------------------------------------------------- 

編集後記  一年間よろしくお願い致します。（担当、L.浅野雅幸） 
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